
様式第１号〈第６条関係〉 

消 火・避 難 訓 練 通 知 書 
 

 

   年   月   日 

 みやま市消防長 様 

防火管理者  

氏    名    みやま太郎               

防火対象物名 

 

みやま市消防本部 業  態 

 

例：飲食店、事務所 

所 在 地 
みやま市瀬高町小川２０６２         （電話 62-5125  ） 

訓 練 日 時 

 

年   月  日 (    ) 

時  分 ～  時  分 

訓練責任者 
 

みやま太郎 

参 加 人 員 １０  人 

訓 練 種 別 
□ 総合訓練（消火、通報及び避難誘導訓練を連携して行う場合） 

□ 部分訓練（□ 消火訓練  □ 通報訓練  □ 避難誘導訓練） 

使 用 器 材 
 

例：水消火器、標的、煙発生装置（消防立会時のみ可）などの貸出可能 

訓 練 概 要 

（例） 

〇時頃〇〇から火災が発生した想定に基づき①消火訓練、②１１９番通報

訓練、③避難訓練を実施する。自動火災報知設備の作動 or煙に気付いた職

員 Aが周囲に報告し、火災に気付く。職員 Aは消火器で初期消火（模擬）

を行い、職員 B は１１９番通報、職員 C と職員 D は協力し〇〇（例：駐

車場）へ利用者の避難誘導を行う。 

避難完了後、参加者全員で消火器の取扱いや、通報時の注意点などの反省

会を実施し訓練を終了する。 

消防署の立会  □ 希望する      □ 希望しない 

そ の 他 

特 記 事 項 

 

※  受   付   欄 ※   経        過        欄 

  

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とします。 

   ２ 訓練種別の欄は、総合訓練又は部分訓練のいずれかに該当する項目の□にレ点を記入し、部分 

    訓練を選んだ場合は、さらに、実施する訓練のいずれかの項目の□にレ点を記入してください。 

   ３ ※印の欄は、記入しないでください。 


